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取
材
の
主
対
象
を
失
っ
た
附
村
は
、
こ
の
古
一
士
臼
の
五
年
の
う
ち
、
一
九
六
八
年
か
ら
七 

年
初
頭
に
か
け
て
、
二
一
度
に

O

わ
た
り
ア
フ
リ
カ
大
院
に
赴
き
ビ
ア
ブ
一
フ
独
立
戦
争
を
取
材
し
た
円
こ
の
時
代
の
こ
と
を
、
彼
は
「
肘
一
界
史
の
、
ン
ツ
ポ

を
と
ら
え
つ
つ
あ
っ
た
と
き
」
と
し
て
い
る
っ
そ
の
後
、
入
国
禁
止
処
分
が
解
け
て
、
一
九
七
一
年
二
月
に
起
っ
た

l
g

「
ラ
オ
ス
侵
攻
作
戦
」
を
取
材
し
、
フ
フ
イ
フ
』
一
九
七
一
年
一
一
一
月
一
一
一
日
号
、
三
月
二
六
日
号
、
問
月
二
日
号
に
掲
載

i
a
J
O
頁
一
。
こ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
「
世
界
史
の
シ
ツ
ポ
を
と
ら
え
た

さ
れ
た
報
告
は
、
「
国
際
報
道
写
真
家
と
し
て
の
内
耐
の
成
長
の
結
果
を
、
最
も
よ
く
あ
ら
わ 

た
作
品
だ
っ
た
」
と

』

述
懐
し
て
い
る
ぺ
岡
村
二
九
七
九
三
、
『
5

後
」
で
あ
る
と
一
言
う
っ
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
「
世
界
史
の
シ
ッ
ポ
」
を
捉
え
た
と
自
覚
し
た
の
は
一
九
七 

年
前
後

J i
(

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
足
ど
り
を
『
岡
村
昭
彦
集
』
第
六
巻
巻
本
の
年
譜
で
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
ー

IJ

[
一
九
六
八
平
二
月
一
日
、
初
め
て
ダ
ブ
リ
ン
に
行
き
、
二 
O
け
間
ほ
ど
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
過
ご
す
。
ア
イ
ル

H

ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
結
び
つ
き
を
探
る
コ
国
民
文
化
会
議
(
五
月
か
ら
常
任
委
員
に
推

さ
れ
る
)
ほ
か
の
要
請
に
よ
り
、
北
海
道
美
唄
・
夕
張
な
ど
の
炭
鉱
を
調
査
(
四
月
て
五
月
、
母
・
順
子
、
静
附

県
舞
阪
町
で
死
去
、
以
後
舜
阪
の
家
を
日
本
で
の
拠
点
と
す
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
川
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
予
備

選
挙
を
ユ 

ジ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
の
側
か
ら
取
材
中
に
起
き
た
ロ
パ
!
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
事
件
を
現
場
か
ら

O

日
本
に
報
辺
(
六
月
六
日

τ
ジ
コ
ネ 

ブ
で
の
非
核
保
布
国
会
議
を
写
真
で
記
録

L
よ
う
と
し
て
失
敗
。
そ
の
後
、

J
1

ロ
ン
ド
ン
か
ら
、
初
め
て
の
西
ア
フ
リ
カ
、
ナ
イ
ジ
エ
サ
ア
の
ラ
ゴ
ス
に
行
く
(
八
月
)
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
測
か
ら

L

内
戦
を
取
材
し
、
ス
ペ
イ
ン
領
フ
エ
ル
ナ
ン
ド
・
ポ 

赤
道
ギ
ニ
ア
)
に
行
き
、
ビ
ア
ブ
ラ
入
国
を
阿
る
が
果
た

さ
ず
(
九
月
三
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ン
ド
ン
・
デ
り 

で
公
以
権
要
求
デ
モ
闘
争
を
取
材
、
ア
イ
リ
ツ
シ
ユ
タ

o

イ
ム
ス
と
契
約
二
一
リ
ゴ
西
ア
フ
リ
カ
洋
上
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
サ
ン
ト
メ
島
で
、
ピ
ア
フ
ラ
入
国
の
た
め
待
機

O

二
二
月

[
一
九
六
九
年
]
前
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
か
ら
乾
季
の
ピ
ア
フ
一
ワ
に
入
り

そ
の
独
立
戦
争
に
従
軍
(
一
月
可
そ

の
後
日
本
に
戻
り
、
ダ
プ
リ
ン
に
行
き

貨
物
船
で
南
下
し
て
再
び
ピ
ア
フ
ラ
に
入
り
、
六
月
初
め
か
ら
七
月
の

終
わ
り
ま
で
、

雨
季
の
ピ
ア
フ
ラ
戦
争
を
取
材
。

口、
 

ド
ン
・
デ
リ
ー
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
祝
賀
大
行
進
に
よ

る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
の
衝
突
、 

I
R
A
の
レ
ジ
ス
タ
、 

ス
に
よ
っ
て
燃
え
る
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
な
と
を
取
材
(
八

月
)

0

一 

月
、
奄
美
大
島
を
取
材
。

一
一
月
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、

モ
ロ
ツ
コ
な
ど
を
訪
れ
る

市
一
九
七 
O
年
]
カ
メ
ル
!
ン
か
ら
ラ
ゴ
ス
へ
寄
り
、

エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
ジ
ス
ア
ベ
、
ハ
取
材
二
月
か
ら
一
一
月
)
。
ビ


ア
フ
ラ
崩
按
後
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
取
材
(
一
二
月
か
ち
五
月
初
め
)
〈

カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ノ々
 

、
マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド


ネ
シ
ア
、

二
ユ 

i
-ン 

ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

イ
ン
ド
な
ど
を
ま
わ
る
(
五
月
中
旬
か


ら
九
月
初
め
て
九
月
、
入
国
禁
止
が
解
け
て
五
年
ぶ
り
の
サ
イ
ゴ
ン
で
、
同
一
見
啓
二
一
郎
と
会
う
。
六
カ
月
の
ピ

ザ
延
長
に
成
功
す
る
(
一

ン
に 

く
(

一
二
月
七

月)。

サ
イ
ゴ
ン
市
内
に
ア
パ
ー
ト
を
一
部
屋
借
り
る

一
月
)
。
暮
れ
に
プ
ノ
ン
ベ

実
に
多
岐
に
渡
る
取
材
活
動
を
、

ま
き
に
世
界
を
股
に
か
け
て
行
な
っ
て
い
る
ご
と
が
よ
く
わ
か
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム


へ
の
入
凶
拒
汗
と
い
う
制
約
条
件
を
逆
手
に
と
っ
て
自
由
に
羽
ば
た
い
て
い
る
と
い
う
印
象
き
え
受
け
る


ヴ
工
ト
ナ
ム
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ヘ

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、

一
九
六
八
年
一
月
一
日
に
は
じ
め
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
点
で
あ
る
。

岡
村
は
、

ケ
ネ

「
ア
イ
己 

巾 

ロ
ロ
包
可
]
記
吋 

ア
メ
リ
カ
介
衆
国
大
統
領 

作
任
一
九
六
一
六
一
て
」
時
代
め
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争 

Iラ9 
Iラ8 
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安藤泰至編『「いのちの思想」を掘り起こす』（岩波書店刊　2011年10月）に掲載されている高草木光一「岡村昭彦」のうち、162ページから165ページまでの「ヴェトナムからアイルランドへ」の節のみ。
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古
川
草
木
、
一
一 

一 

、
参
照
〕 

0

3
P
P
S
E
u
-
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g
d

追
っ
て
い
く
。

A

レ》b
J

う
季
初
ナ
J
f

'Z

:
J

~ノ
 

土
丈 

』ピ、を

を
「
核
時
代
に
お
け
る
特
殊
戦
争
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
ο

日
大
な
核
戦
略
構
想
の
下
で
の
特
殊
部
隊
を
つ
か
っ
た

「
特
殊
戦
争
」
と
い
う
一
重
の
把
握
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
戦
争
に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
山
氏
川
部
族
を
懐
柔
、
馴
致

-H U

し
て
対
ゲ
リ
ラ
用
に
組
織
す
る
し
乙
い
う
手
法
が
と
ら
れ
た
。
ヴ
工
ト
ナ
ム
に
お
け
る
被
差
別
者
で
あ
る
山
岳
部
族
を
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
人
の
敵
に
仕
立
て
上
げ
る
そ
の
や
り
方
に
同
村
は
激
し
く
憤
っ
た
〔
む
の
・
岡
村
、 

一
九
六
八
、

一一九四 

一五

な
良
〕 

0

「
世
界
史
の
シ
ッ
ポ
」
に
倣
っ
て
一
百
え
ば
、
岡
村
が
ヴ 

ト
ナ
ム
報
道
に
携
わ
る
前
に
発
見
し
た
「
日
本
史
の
シ
ツ

ボ
」
は
、
被
差
別
部
落
だ
っ
た
っ
劇
作
家
の
久
保
栄
二
九
C
O
l
-
A
八
)
に
よ
っ
て
、
個
々
の
事
件
に
分
断
さ
れ
な
い

L

骨
太
の
恒
史
観
を
学
ん
だ
者
き 

の
凶
村
は
、
そ
の
佼
被
差
別
部
落
を
発
見
し
、
ま
た
被
差
別
郡
信
の
な
か
で
実
際
に

生
活
す
る
と
と
を
通
し
て
、
独 

の
日
本
史
観
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
伎
に
と
っ
て
、 

本
近
代
史
の
基
底
を

貫
い
て
い
る
の
は
被
差
別
部
落
へ
の
「
差
別
」
で
あ
り
、
そ
の
派
生
系
と
し
て
朝
飴
人
差
別
を
粒
置
づ
け
て
い
る
。
阿

付
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
戦
場
を
取
材
す
る
際
に
も
、
被
差
別
部
落
で
の
生
叫
の
休
蹴
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

H

l

そ
ご
で
培
わ
れ
た
「
反
差
別
」
の
志
識
は
生
涯
岡
村
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
支
え
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う

同
村
を
当
惑
さ
せ
た
の
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
「
差
別
」
を
逆
手
に
悪
疎
な
仕
掛
け
を
案
出
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
が
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民
の
子
孫
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
内
に
お
け
る
差
別
さ
れ
る
少
数
肴
で
あ
っ
た
と
い
う
ご
と
で
あ
る
。

被
差
別
者
が
差
別
す
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
解
く
た
め
に
、
凶
村
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
向
か
う
。

一
九
六
八
年
一
月
二
日
ダ
プ
リ
ン
に
到
着
し
た
岡
付
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
曾
祖
父
の
生
家
を
訪
ね
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
移
民
の
実
態
を
調
士
貸
し
て
い
く
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
司
教
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
ペ
ル
マ
ン
(
甲
山
口
戸
田
守
山
岳
町
ぜ
巳
目

の
よ
、
つ
な
熱
紅
的
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
支
持
者
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
現
れ
る
背
景
を

ボ
ス
ト
ン
を
中
心
と
す
る
一
帯
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
は
極
端
な
「
選
民
」
思
想
に
廿
地
づ
く
制
他
的
な

FM

傾 

を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
地
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
差
別
さ
れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、

狂
信
的
で

雪
国
的
な
反
共
、
モ
義
に
白
ら
走
る
こ
と
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
彼
ら
に
刈
抗
す
る
道
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

政
治
的
共
同
体
の

「
尉
辺
」

に
生
き

外
側
に
排
除
さ
れ
る
不
安
を
抱
く
者
は

政
治
的
共
同
体
か
ら
存
在
の
「
承

認
」
を
得
る
た
め
に
戦
闘
の
門
市
別
線
を
白
ら
芯
願
す
る
。
だ
か
ら
、

W

l

(
O
-
2
2
(
U
E

H

H
3

lH

J

y

(
Z向
。
ロ 

・ 

志
向
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
大
統
領 

化
任
一
九
五
五
六
二
コ
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ト
リ 

ク
が
相
い
だ
こ
と
は
偶
然
で
は

ご
¥
ゐ
、

と
岡
村
は
考
え
る
〔
岡
村
三
九
六
八
)
、 

』

一
六
頁
〕

手
什 
σ

}
しア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
、
宗
教
対
立
、

民
族
対
立
、

権
民
地
支
配
、
貧
困
等
々

お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
世
界
史
の
矛
盾
が

集
約
さ
れ
て
い
た
。

し
か
も
、

そ
う
し
た
矛
盾
の
畿
積
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
礎
を
築

い
た
ピ
ュ 

リ
夕
、
/
革
命
で
あ
り
、

ま
た
名
誉
革
命
だ
っ
た
じ
ピ
ュ 

リ
夕
、 

革
命
を
共
和
政
樹
々
に
ま
で
導
く
と
、

申 

ク
ロ
ム
ウ
エ
ル 

ヨ
毛
色
ヨ 

5
U
1
5
aヨ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
護
同
卿 

在
位
一
六
五
三
瓦
ぺ
)
は
す
ぐ
さ
ま
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
支
配
に
乗
り
出
し
、
抵
抗
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
「
白
人
奴
隷
と
し
て
馬
と
い
っ
し
ょ
に
船
底
に
押
し
ご
め

、 

ゴ
・
テ
イ
ン
・
デ
イ
エ
ム 

E
ロ
り
あ 

B
5CH

置
イ
ン
ド
諸
島
の
イ
ギ
リ
ス
梢
長
地
へ
送
ら
れ

、「 

3
』
二
-
八
頁
〕
。
名
誉
草
命
後

E
E
B

ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
コ
ヨ 砂

地
聞
や
タ
バ
コ
の
生
産
に
あ
た
、
り
さ
れ
た
」
〔
岡
村
二
九

ロ 

1

ハ九
 

(γ

回
忌
印 

C
N
-

イ
ン
グ
ラ
ン
ド 
E
-

王
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
五 

ス
コ
ソ
ト
ラ
ン
ド

杭
位
一
六
八
九

H

ア
イ
ル
ラ
、
/
ド
を
手
中
に
収
め
る
と
、
「
少
数
派
の
カ
ト
リ
ッ

日
本
の
部
落
主
別
と
ま
っ
た
く
同
じ
発
想
で
、

人
間
以
下
の
人
間
と
し
て
扱
い
、
。
フ
ロ
テ
ス
タ
シ
ト

一七 

C
三
)
は

161 
160 
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L
A

l

た
ん
に
優
越
感
を
味
わ
わ
せ
る
政
院
を
と
っ
た
」
[
阿
村
二
九
六
九 

、『 

3
ヲ
四
一
同
日
〕 

岡
村
は
こ
う
し
た
叱
尖
を

υ

P
A
N
A

次
々
に
掘
り
起
こ
し
て
い
く

l

b
)M

+
b

そ
の
後
同
村
は
ダ
プ
リ
ン
郊
外
に
居
を
構
え
、
そ
こ
で
四
人
の
子
ど
も
が
ん
工
ま
れ
て
い
る

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
凶
川

村
に
と
っ
て
、
海
外
で
の
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
第
て
の
祖
凶
で
も
あ
っ
た
こ
の
地
で
凶
村
は
日
本
の

l
C
)

で
は
決
し
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
川
界
叱
」
の
広
が
り
と
深
さ
を
向
八
刀
の
川
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

J
f

i

O

だ
か
ら
、
同
村
に
と
っ
て
の
「
川
界
山
の
シ
ッ
ポ
」
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
る
と
一
一
ハ
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
、

イ
ル
ラ
ン
ド
の
充
見
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
川
本
と
朝
鮮
の
間
係
も
、
肝
一
界
史
の
な
か
で
も
、
つ 

比
伸
一
世
づ
け
直
さ

3
n

れ
ゐ
こ
と
に
な
る
、
同
村
は
、
朝
鮮
総
以
日
府
川
)
ナ
務
課
が
一
九
一
会 

O
年
に
党
行
し
た
「
岡
山
久
蘭
教
育
状
況
』
を
一
つ
の
証
拠

と
し
て
抱
牛
小
し
な
が
ら
、
ト
八
日
本
帝
国
刊
の
判
鮮 
ぇ
配
は
、
ト
八
長
い
す
悶
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
支
配
に
忠
実
に
学
ん
だ
も
の
で

あ
る
と
指
抗
す
る
(
川
村
二
九
七 

コ
νと
一
七 

肖
〕
こ
ま
た
、
宗
教
改
革
以
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
対
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
根
深
い
対
ケ 
と
い
う
視
点
は
、
ス
ウ
ェ 

テ
ン
の
ヴ
工
ト
ナ
ム
和
干
政
策
に
仙
畑
山
の
解
釈
や
与
え
て
い
る
ヴ
工
ト

ナ
ム
戦
争
当
時
、
ア
メ
リ
カ
脱
走
兵
を
受
け
入
れ
る
数
少
な
い
川
の
一
つ
が
ス
ウ
ゴ 
i
テ
ン
で
あ
り
、
ベ
ゲ
下
達
(
ベ
ト

b
)

ナ
ム
に
ギ
和
を
・
市
民
連
合
)
が
逃
走
援
助
し
た
ア
メ
リ
カ
脱
主
任
(
も
、
ス
ウ 
1
1
一
ア
ン
に
亡
命
さ
せ
る
作
戦
が
と

ら
れ
た
ス
ウ
コ 

デ
ン
の
こ
の
特
買
な
伏
置
は
、
人
道
的
な
小
ウ
一 

と
し
て
賞
賛
の
文
脈
で
抑
え
ら
れ
が
ん
で
あ
る

I

Z

が
、
同
什
は
こ
れ
を
「
ル
ツ
タ 

派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
干
城
で
あ
ゐ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ロ
ー
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク

に
対
す
る
明
ら
か
な
挑
伐
で
あ
る
と
私
は
理
解
し
て
き
た
」
[
川
付
(
九
七
三 

、『 

3
司
一
回
三
百
〕
と
言
、
つ
つ
岡
村
の

A

'

明
釈
が
正 

い
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
こ
、
つ
し
た
祝
山
一
が
少
な
く
と
も
日
本
の
論
壇
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
た
こ
と

は
的
か
だ
ろ
う

Y
L
1
1

A

A

ア

そ
の
段
、
同
村
は
ア
イ
ル
ラ
、
/
ド
に
お
い
て
ホ
ス
ピ
ス
の
源
流
を
発
見
し
、
そ
れ
を
ヴ
工
ト
ナ
ム
後
の
第 

の
大
き

礼
れ
や
と
し
て
付
置
づ
け
て
い
た
世
界
史
の 

眉
の
刈
禍
の
な
か
か
ら
、
次
代
の
光
と
な
る
ホ
ス
ピ
ス
を
見
い
だ
し

た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
大
き
な
世
界
史
把
握
の
手
が
か
り
を
得
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
一
先
述
し
た
よ
う
に
、
精
神
病

棟
改
詳
の
社
宇
も
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
、
正
、
点
と
の
対
抗
が
鋭
く
意
識
さ
れ
て
い
た

こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
「
は
じ
め
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で

っ
た
か
を
、
生
き
た
世
界

す 

戸
勺
。
〉
〉
こ
己
、
、 

、戸

斗
立
て

史
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
(
同
付
(

九
ー
ハ
九
日
¥
『 

一
目
じ
孔
〕
と
い

カ
タ 

カ
、
二
」
ヲ
ヘ 

7

L
レ仁、


の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
報
道
に
対
す
る
痛
烈
な
自
己
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。


「
一
九
六
三
年
夏
か
ら 

通
信
社
の
契
約
特
派
員
と
し
て
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
従
軍
し
、
世
界
に
送
り

と
ど
け
た
私
の
戦
場
か
ら
の
証
言
が
、
い
か
に
世
界
史
に
足
を
踏
ん
ま
え
て
い
な
い
、
こ
ま
切
れ
の
戦
争
報
告
で

し
か
な
か
っ
た
か
」
。
〔
岡
村
(
一
九
六
九 

、『 

3
』

一
一
二
四
頁
〕

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
「
ア
フ
リ
カ
」

し
か
し
、
「
世
界
史
の
シ
ツ
ポ
」
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
も
う
一
つ
先
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
岡
村
が
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
新
た
に
得
た
も
の
は
言
わ
ば
諸
矛
盾
を
抱
え
た
生
身
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
に
だ
け

目
を
向
け
て
い
て
は
決
し
て
見
え
て
こ
な
い
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
淵
源
を
、
岡
村
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
通
し
て
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
の
な
か
に
見
い
だ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
相
対
化
し
、
光
と
陰
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
も
の
、
そ
れ
が
「
ア
フ
リ
カ
」
に
他
な
ら
な
い
。
ピ
ア
フ
ラ
独
立
戦
争
を
取
材
に
行
く
と
き
に
、
岡
村

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
こ
う
忠
告
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
「
ア
フ
リ
カ
の
戦
争
と
取
り
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